
高
等
学
校 

国
語
科 

学
習
指
導
案 

実
施
日 

 
平
成
十
五
年
十
月
十
七
日
（金
） 

実
施
ク
ラ
ス 

普
通
科
一
年
Ｆ
組 

指
導
者 

教
諭 

細
川 

潤 
科
目
名 

国
語
総
合 

指
導
領
域

「読
む
こ
と
」 

単
元
名 

詩
文 

教
材
名 

探
求
国
語
総
合
（桐
原
書
店
） 

「八
月
十
五
日
夜
、
禁
中
独
直
、
対
月
憶
元
九
」 

指
導
事
項 
文
章
に
描
か
れ
た
人
物
、
情
景
、
心
情
な
ど
を
表
現
に
即
し
て
読
み
味
わ
う
こ
と
。 

単
元
の
目
標 

・漢
字
の
読
み
方
、
訓
読
の
き
ま
り
に
注
意
し
て
音
読
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

・詩
に
こ
め
ら
れ
た
心
情
を
理
解
し
、
主
題
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
る
。 

・
漢
詩
と
現
代
流
行
歌
と
の
共
通
点
と
差
異
点
を
理
解
す
る
こ
と
で
、
漢
詩
の
特
徴
を
理
解
す
る
。
ま
た
、
詩
に
込
め
ら
れ
た
心
情
を
読
み

味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
。 

評
価
の
観
点
と 

評
価
の
規
準 

「読 
 

む  
こ 
と
」
…
詩
に
込
め
ら
れ
た
心
情
を
理
解
し
て
い
る
。 

「関
心
、
意
欲
、
態
度
」
…
漢
詩
を
現
代
流
行
歌
と
比
較
し
て
読
も
う
と
し
て
い
る
。 

「知 
 

識
、 

理 

解
」
…
漢
字
の
意
味
に
注
意
し
て
、
口
語
訳
し
て
い
る
。 

年
間
指
導
計
画 

に
お
け
る 

位
置
付
け 

・
こ
れ
ま
で
漢
文
教
材
と
し
て
、
故
事
成
語
で
あ
る
「
刻
船
求
剣
」
「
知
音
」
「
蛇
足
」
「
塞
翁
馬
」
を
扱
っ
た
。
そ
の
際
は
、
高
校
入
学
後
初
の
漢

文
教
材
と
い
う
こ
と
で
、
訓
点
の
確
認
と
口
語
訳
の
仕
方
、
ま
た
句
法
の
学
習
が
主
で
あ
っ
た
。
言
う
な
れ
ば
、
作
業
的
な
学
習
に
終
始
し

た
。
し
か
し
、
一
学
年
で
今
後
予
定
さ
れ
て
い
る
漢
文
教
材
は
、
今
回
取
り
扱
う
「
詩
文
」
、
そ
の
後
に
「
臥
薪
嘗
胆
」
な
ど
を
含
む
「
史
伝
」
、

さ
ら
に
は
「
論
語
」
を
中
心
と
し
た
「
思
想
」
の
単
元
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
の
単
元
で
は
、
作
業
的
な
口
語
訳
を
し
て
よ
し
と
す
る
の
で
は
な

く
、
深
く
内
容
を
理
解
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
今
回
の
「詩
文
」
の
単
元
で
、
漢
文
（漢
詩
）
に
対
す
る
学
習
者
の
興
味
関
心

を
喚
起
す
る
こ
と
と
、
口
語
訳
だ
け
で
な
く
内
容
を
理
解
す
る
こ
と
、
を
主
眼
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
漢
文
の
導
入
学
習
と
こ
れ
か
ら
の
本

格
的
な
漢
文
学
習
の
橋
渡
し
と
し
た
い
。 

単
元
の 

指
導
計
画 

第
一
・二
次
…
学
習
者
が
提
出
し
た
「現
代
流
行
歌
」を
テ
ー
マ
ご
と
に
分
類
す
る
。
さ
ら
に
、
テ
ー
マ
ご
と
の
内
容
と
特
徴
を
ま
と
め
る
。 

第
三
次
【
本
時
】…
「八
月
十
五
日
夜
、
禁
中
独
直
、
対
月
憶
元
九
」
の
漢
詩
を
「現
代
流
行
歌
」
と
比
較
し
内
容
を
理
解
す
る
。 

第
四
〜
六
次
…
そ
の
他
の
漢
詩
も
同
様
に
学
習
し
、
内
容
を
理
解
す
る
。 

第
七
次
…
漢
詩
の
形
式
を
ま
と
め
、
現
代
流
行
歌
と
比
較
し
、
漢
詩
の
特
徴
を
理
解
す
る
。 

本
時
の
目
標 

・
「
八
月
十
五
日
夜
、
禁
中
独
直
、
対
月
憶
元
九
」
と
現
代
流
行
歌
と
を
比
較
し
、
通
底
す
る
人
間
の
心
情
を
理
解
す
る
。 

・
学
習
者
自
身
の
「月
」
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
と
の
比
較
か
ら
、
作
者
の
「月
」
に
対
す
る
想
い
を
理
解
す
る
。 

学 

習 

活 

動 

過
程 

指
導
内
容 

指 

導 

者 

学 
習 

者 

評
価
の
規
準
と
評
価
方
法 

導入 

・
前
時
の
想
起 

 

・
本
時
の
学
習
内

容
の
提
示 

・
現
代
流
行
歌
の
分
類
と
特
徴
を
確
認
さ
せ
る
。

 

・
「
八
月
十
五
日
夜
〜
」
の
漢
詩
を
範
読
し
、
そ
の

後
学
習
者
に
音
読
さ
せ
る
。 

・
前
時
の
現
代
流
行
歌
の
分
類
と
特
徴
に
つ
い
て

確
認
す
る
。 

・
「
八
月
十
五
日
夜
〜
」
の
漢
詩
を
音
読
し
詩
の

リ
ズ
ム
を
つ
か
む
。 

・
前
時
の
学
習
内
容
を
想
起
し
た

か
。
【
発
言
・
観
察
】 

  

展開 

・
「
八
月
十
五
日

夜
〜
」
の
口
語
訳 

   

・
「
八
月
十
五
日

夜
〜
」
の
内
容
理

解 

     

・
現
代
流
行
歌
と

「
八
月
十
五
日
夜

〜
」
の
比
較
・
検

討 

・
前
時
に
提
示
し
た
難
解
語
句
の
意
味
を
確
認

し
て
、
口
語
訳
を
さ
せ
る
。 

・
「
渚
宮
」
「
浴
殿
」
「
清
光
」
「
江
陵
」
な
ど
の
語
句

も
、
表
面
的
な
意
味
だ
け
で
な
く
、
詩
中
に
お
け

る
意
味
に
も
注
意
し
て
口
語
訳
を
さ
せ
る
。 

 

・
元
九
の
こ
と
が
作
者
の
思
念
に
浮
か
ん
だ
き
っ

か
け
は
何
か
を
考
え
さ
せ
る
。 

※
特
に
②
の
答
え
を
重
視
さ
せ
る
。 

・
月
に
対
す
る
学
習
者
の
イ
メ
ー
ジ
を
ふ
く
ら
ま

せ
る
。 

・
作
者
の
、
月
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
、
詩
中
の

語
か
ら
考
え
さ
せ
る
。 

・
「
八
月
十
五
日
夜
〜
」
と
似
通
っ
た
内
容
の
現

代
流
行
歌
と
を
比
較
し
、
共
通
点
と
差
異
点
を

考
え
さ
せ
る
。 

※
差
異
点
に
つ
い
て
は
本
時
で
は
無
理
に
出
さ
せ

な
い
。
共
通
点
が
出
て
、
現
代
の
歌
詞
と
漢
詩
と

が
身
近
に
感
じ
ら
れ
れ
ば
よ
し
と
し
た
い
。 

        

・
「
八
月
十
五
日
夜
〜
」
の
テ
ー
マ
を
考
え
さ
せ

る
。 

・
難
解
語
句
の
意
味
に
注
意
し
て
口
語
訳
を
す

る
。 

・
「
渚
宮
」
＝
元
九
の
い
る
土
地
に
あ
る
建
物 

「
浴
殿
」
＝
白
居
易
の
い
る
土
地
に
あ
る
建
物 

「
清
光
」
＝
清
ら
か
な
月
の
光 

「
江
陵
」
＝
元
九
の
い
る
土
地 

・
〈
予
想
さ
れ
る
答
え
〉 

 

① 

夜
、
一
人
で
い
た
こ
と 

 

② 

月
を
見
た
こ
と 

・
〈
予
想
さ
れ
る
イ
メ
ー
ジ
〉 

 

①
丸
い 

②
明
る
い 

③
青
白
い
光 

 

・
作
者
が
月
に
対
し
て
「
清
ら
か
な
光
」
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
。 

・
〈
予
想
さ
れ
る
答
え
〉 

 

〜
共
通
点
〜 

 

① 

遠
く
離
れ
て
い
る
親
し
い
人
を
想
っ
て
歌 

を
詠
ん
で
い
る
。 

 

② 

切
な
い
気
持
ち
を
歌
に
詠
ん
で
い
る
。 

 

③ 

同
じ
景
色
を
一
緒
に
見
た
い
と
い
う
気
持

ち
。 

 

〜
差
異
点
〜 

 

① 

こ
の
現
代
流
行
歌
は
過
去
の
出
来
事
を
思

い
出
し
て
歌
っ
て
い
る
が
、
こ
の
漢
詩
は
現

在
の
こ
と
を
歌
っ
て
い
る
。 

② 

こ
の
現
代
流
行
歌
は
自
分
の
気
持
ち
や

願
望
を
歌
っ
て
い
る
が
、
こ
の
漢
詩
は
相
手

の
こ
と
を
慮
っ
て
い
る
。  

 
 
 
 
 

な
ど 

・
「
八
月
十
五
日
夜
〜
」
が
、
遠
く
離
れ
て
い
る
親

友
元
九
を
想
っ
て
詠
ん
だ
詩
だ
と
い
う
こ
と
を

確
認
す
る
。 

 

・
難
解
語
句
に
注
意
し
て
口
語
訳
が

で
き
て
い
る
か
。
【
発
言
・
観
察
】 

・
そ
れ
ぞ
れ
の
語
句
の
表
面
的
な
意

味
だ
け
で
な
く
、
正
確
に
意
味
を
理

解
で
き
た
か
【
発
言
・
観
察
】 

     

・
学
習
者
自
身
の
月
に
対
す
る
イ
メ

ー
ジ
と
作
者
の
イ
メ
ー
ジ
を
比
較

し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
か
。

【観
察
・
発
言
】 

  

・
「
八
月
十
五
日
夜
〜
」
の
内
容
を

理
解
し
、
現
代
流
行
歌
と
比
較
し
て

考
え
る
こ
と
が
で
き
た
か
【
観
察
・

発
言
】 

        

本 時 の 学 習 指 導 計 画 

終結 

・
本
時
の
学
習
内

容
の
想
起
と
次

時
の
予
告 

・
本
時
の
内
容
を
確
認
さ
せ
、
こ
れ
か
ら
取
り
扱

う
他
の
漢
詩
も
同
様
に
行
う
こ
と
を
指
示
す

る
。 

・
本
時
の
学
習
内
容
を
確
認
し
、
次
の
時
間
か
ら

行
う
こ
と
を
理
解
す
る
。 

 

※
添
付
資
料 

① 

「
八
月
十
五
日
夜
、
禁
中
独
直
、
対
月
憶
元
九
」
本
文 

 

②
学
習
者
が
提
出
し
た
現
代
流
行
歌
を
ま
と
め
た
プ
リ
ン
ト 

③
現
代
流
行
歌
の
歌
詞
を
分
類
さ
せ
る
プ
リ
ン
ト 

 

④
「八
月
十
五
日
夜
、
禁
中
独
直
、
対
月
憶
元
九
」
学
習
プ
リ
ン
ト 








